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学会・シンポジウム情報

1997年12月9日ー12日:Gelidiumワークショップ

GELlDIUM 11 Int巴rnationalWorkshop， Las Palmas Gran 

Canaria， Canary IslancIs， SI河川 辿絡先:巴ーmail

gelicIium@ciemar4.ulpgc.es 

1998年3月26日-27日:日本藻類学会第22回大会 (下

回) (詳しくは本号の案内をご覧下さい)

1998年4月12日-17日:第 16回国際海藻会議 The 

16th International Seaweed Symposium， Cebu City， 

Philippines. Full paper ancI poster presentations ar巴invitecI

on all aspects of seaweecI research ancI lItilization， inclucIing， 

but notlimitecI to: applications， moleclllar biology， ch巴l1lical

ecology， community巴cology，taxonol1lY， chemistry， 

physiology， resource Illanagement， biogeography， pollution， 

cIis巴ases，microalga巴，aquacultur巴.Those wishing to organize 

sp巴cials巴ssionsor topics， pleas巴contactillllllecIiately the 

organizers 述絡先:Dr. Gavino Trono， Jr.， Marin巴Science

Institllte， University of the Philippines， 1 101 Dililllan， Q.c.， 

Philippines. Fax. (+63-2) 921-5967; 922-3958巴Illail:

trono@lllsi.lIpcI.ecIu.ph (詳しくは本号の案内をご覧下さ

い)

1998年4月16日 17日-藻類の凍結保存に関する国

際シンポジウム InternationalSymposium on the 

Cryopreservation 01 Algae. University 01 Texas Campus 

in Austin， Texas. The purposes of the sympos山mare (1) 

to cIisseminate information regarcIing practical meulOcIs for 

cryopreserving prokaryotic ancI ellkaryotic algae and (2) to 

encourage lhose 1巴sponsibl巴for，or int巴I巴stecIin， long-t巴rm

malnt巴nance01' algal coll巴ctionsto acIapt cryopl巴servalJon

ecIu月10m巴 pages/chlamy/1 998chlamy .html 

1998年5月10日-30日:第7田植物プランクトンコー

ス SeventhAdvanced Phytoplankton Course， 

Taxonomy and Systematics. (詳し くはTiij号の案内を

ご覧下さい。)

1999年6月22日-25日:第2回アジア太平洋藻類フォ

ラム

SeconcI Asian Pacific Phycological Forum，The Chin巴se

University ofトlongKong， Shatin， N.T. Hong Kong SAR， 

China (詳しくは本号の案内をご覧下さい)

1999年9月20日-26日:第2回ヨーロ ッパ藻学会議

The SeconcI ElIropean PhycologicalCongress (EPC 2)， 

Mont巴catiniTerme (Italy) 連絡先 Prof.Francesco 

CinelliDipartilll巴ntocIiSci巴nzecIell'Uomo e cIell Ambiente-

Universita cIi PisaVia A. Volta， 6; 1-56126 Pisa， Italy 

Tel: + 39 50 23054; Fax: + 39 50 49694，巴ーmail:cin巴Ili

@discat.lInipi.it (The first circular will be mail巴CIin May 

1998.) 

1999年9月26日ー10月1日:第8回国際応用藻学会

5義8thInternational Conlerence on Applied Algology 
(8出 ICAA)，Montecatini Terme (11叫y)，連絡先:Prof. Mario 

TrecIici， Dipartimento cIi Scienze e T巴cnologieAIimentari巴

Microbiologiche -Universita cIi Fir巴nzeP.I巴cIelleCascin巴，

27; [-50144 Fir巴nz巴， Italy Tel: + 39 55 3288306; Fax: + 39 

55330431; e-Illail: trecIici@csma.fi.cnr.it 

Iほ巴氏削chno川叫0ω10匂gl附巴凶sfor mai川nt凶am川n川川1刊川川11川nga剖rchiva川lリ1s剖tock.C口印叩n川1fel巴引1巴enc伐e 1999年 8月1 日 7 日 : 第 1叩6回国際植物会議 XVI 

1陀eg引is仙lra仙It山tIoncωos引t1凶s$50 f伽0町rp問】Ja川即a制arげr川 ipantswhose registration International Botanical Congress(St. Louis， U.S.A.)， 述給

infollllation ancI payme川 reachesthe con fer巴nceorgalllzers 先 :Secretary General， XVI IBC， c/o Missouri Botanical 

prior to February 1， 1998， ancI $75 th巴reafter.11:]い合わせ Gard巴n，1'.0. Box 299， St. Louis， Missouri 63166-0299， USA 

先 :AlexancIra Crutchfi巴IcI:e-mail:almc@mail.utexas.ecIu FAX: (01) 314-577-9589 or e-mail: ibc l6@mobot.org， You 
Department of Botany， University of Texas， Austin， TX may also consult the Web site for mor巴detailedinfollllation 

78713 T巴1.512-471-1589， Fax. 512-47ト3878 ancI to register. The acIcIress is: htゆ://www.ibc99.org 次

1998年6月2日ー7日:第8回クラ ミドモナス細胞・分

子生物学国際会議TheEighth International Conlerence 

on the Cell and Molecular Biology 01 Chlamydomonas 

Granlibakken at LakeTahoe， Tahoe Cit.y， CA.詳しい情報

は次の吋ーイ トを参照してください。http://www.swmed

ページの案内もご覧下さい)
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I 第¥[D自国的一会議.
J ぺ 16th)nternational.Bolllni()1l1Ccmgress， Saigt L()uis 

第 16回国際植物科学会議は，アメリカ合衆国ミズーリナ卜|セントルイス市で， 1999年8月に開催されます。

アメリカの植物科学関連の学会，大学等研究機関，その他の協力機構の協力を得て，準備を進めています。先

に第 l回案内を配布しましたが，関心のある方は下記へ申し出てください。また，下記のWebsiteで，詳細な情報

にアクセスできますので御利用下さい。

会議の日時:1999年8月 1-71:1 (nomenclature sessionは7月26-30EI) 

場所 .セントルイス市 America'sCentel 

Co叩ng釘re白ssのW 巴ぬbsit叫teビ:htt叩p:/，μ'/www.ibc9卯9.0印rg

連絡先 :Secretary G巴en附1巴釘r凶t

c/o Missouri Botani陀ca叫1Ga出rden，P.O.Box 299 

St. Louis， MO 63166-0299， USA 

fax: +1-314-577-9589 

t巴1:+1・314-577・5175

巴-mail:ibc l6@mobot.org 

登録やエクスカーションなどにつきましては， Websiteで調べていただくか，第2図案内を参照してください。

会議参加の補助が企画はされていますが， 開発途上国からの若手を中心に補助をする方針 だそうですから，日

本の研究者はあまり期待できないかもしれません。

第 2回アジア太平洋藻類学フォラム案内

The 2nd Asian Pacific Phycological Forum 

1999年6月22日-25日

アジア太平洋藻類学会 (AsianPacific Phycological Association)主催の標記フォラムがTheChinese University of 

Hong Kong (中国香港)で開催されます。メインテーマは "Asia-PacificPhycology in th巴21stCentury， Prospects and 

Challenges"で， i:築類を対象とするあらゆる分野の研究発表と討論が行われます。アジア太平洋地域の研究者だけ

でなく世界各地からの研究者の参加，特に若い研究者や学生の積極的な参加]が期待されています。このフォラム

に関する情報を希望される方は，次のアンケートに必要事項を記入し， 1 1月末までに下記 Dr.Put O. Ang， JI宛

に航空便， FAXまたは巴ーmailで送って下さい。(巴mailの場合には， subjectに f2ndAPPFJと記入して下さい。)

Dr. Put O. Ang， Jr 

Department of Biology 

The Chin巴seUniversity of Hong Kong 

Shatin， NT， Hong Kong 

Fax: +852-2603-5646 or 2603-5745 

e-mail: put-ang@cuhk.edu.hk 



To: The Secretariat， 2nd Asian同 PacificPhycological Forum 

lamin包悶ted加attendingthe 2nd Asian-Pacific Phycologiω1 Forum. Please send白川1巴rinforrnationω: 

SirName: FirstName: 

Address: 

Day Time Phone No: Fax No: 

Email Address: 

To help us in the initial planning， we would appreciate if you could also fill up the following: 

1 plan I would like to (please check): 

) present a talk， likely topic: 

( ) p陀senta poster， likely topic: 

) join a one-day post-meeting collection trip around Hong Kong. 

) join a 10ca1 sight-seeing tour， if available. 

) join a post-meeting diving tour to a Southeast Asian/Westem Pacific destination. 

(sug芯estedplace: 

) join a post-meeting collection trip in a Southeast Asian/Westem Pacific destination. 

(suggested place: __________  _ 

) join a sight-seeing tourωChina， South閣 stAsia or East Asia. 

My area(s) of interests: 

I will be willing to help organize a mini-symposium on 

Suggestion for Key-Note Speaker(s)， invited speakers: 

Signature: 

Date: 
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第iD回国際海藻シンホ。ジユウムのお知らせ | 
i1fni長に関する基礎分野から幅広い応用分野までの報告が行なわれる長い庇史を持つ国|祭海藻シンポジュウムが，

フィリピンのセブ島で， 1998年4月 12日から 17日のJVJ間開催されます。今回のシンポジュウムの特色は，初め

てアジアの熱帯の国で開催されることと熱帯海漆・キリンサイ養殖の主産地で，カラゲナン製造工場が集ま って

いる珊瑚礁の鳥 セブ島で開催されることです。

シンポジュウムは，基開講演として，フィリピンにおけるキリンサイ養殖と海藻工業，有用海藻の最近の分類

学の現状，発展途上国の海後バイオテクノロジーの現状が報告され，ミニシンポジュウムでは，海藻分子系統学，

海渓バイオテクノロジー，先端的海藻養殖，海藻工業の経済的インパクト，海i浪の楽~効果 (生化学) ， 海藻と 環

境，汚濁処理!の海藻バイオアクターなどのセクションがあります。このほか一般講演とポスターセクシ ョンが行

なわれます。また今回 fExhibils(展示)Jのために会場をもうけて，海藻関係の書籍，ビデオ，海藻加工製品の展

示が常設されます。

会場のセブプラザ ホテルは ， セブ烏の山の 1:1" )j~にある高級 リ ゾー ト ホテルであり 快適な時を過ごせますが，

期間中，会場とマクタン鳥のリゾートホテルとの|問にもシャ トルパスが巡行されます。ふるって御参加下さるよ

う倒l案内致します。なお EarlyRegislralionと講演要旨締め切りは 997年 12月末日となっております。

参加申 し込み ・問い合わせ先

高知大学海洋生物教育研究センター，大野正夫

(国際海藻協会日本支音I¥ljl?事:案内・参加申し込みの手続きなどのお世話を致します)

干 781・11 土佐市宇佐I1rJ井尻 194

Te1:0888-56-0462， Fax:0888-56-0425， e-ll1ail:ll1ohno@cc.kochi-u.ac.jp 

第 4回藻類学春のワ ークショップのお知らせ

五長類を対象として研究を行っている学部-大学院学生を対象に以下のワークショップを行います。

テーマ :藻場 ・海中林の生態

J明 日:1998年3月27日夕-30日午前 (3泊4E1)
講 師:前川行幸 (三重大学生物資源学部)

倉島 彰 (三重大学生物資源学部)

村瀬昇 (水産大学校増殖学科)

青木優和 (筑波大学下回|臨海実験センター)

内 容 ・浅海生態系において大型藻類の存否を支配する要因としては，光やi毘JJtなどの物理的要因と競争や動物

による摂食などの生物的要|濁がある。講義や笑習を通してこれらの要因について考え，議論することを

目的とする。

-鍋凹湾内のi楽場のスノーケ リング観察(笑習)

プロダクトメーターによる光合成測定(実習)

・海藻業上動物の観察 (実習)

.1築場・海中林の成立を支配する物理的要因について (講義)

• i.来場 -海中林における謀類と動物との相互関係について (講義)

.参加者全員の研究紹介と討論

定 員 ・約 10名。参加多数の場合には参加l人数を調整させていただくことがあります。

参加賀 :10，000円 (宿泊費 ・食費 ・懇親会実費・教材費実費を含む)

申し込み :1998年 l月 10EIまでに下記の連絡先へ手紙，ファックス，電子メールのいずれかで申し込んで下さ

い。その際，氏名・住所 ・電話・ファックスか電子メ ールの連絡先 -所属 ・学年・現在の研究テーマを

お知らせ下さい。内容などに関する電話での問い合わせは受けますが， 1:13し込みは上の方法でお願いし

ます。詳細は参加者保定後 月20日頃までにこちらからご連絡します。

参加申し込み問い合わせ先:青木俊和l干 415静岡県下回rli5・10-1 TEし:0558-22-1317， FAX: 0558・22-0346， 
E-ll1ai1: aoki@kurofune.shill1oda.lsukuba.ac.jp 




